
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年４月 30 日 
磐田市立豊田西保育園 
  

 新緑が目にまぶしく、さわやかな風が吹き抜ける季節。園外保育で訪れた「熊野の長藤」では、一歩足を踏み入れるなり「いいにお
い︕」と、ほのかに甘い香りに包まれて笑顔がこぼれた子どもたち。豊田熊野記念公園の藤の花は今年度で見納めとなりますが、最後にこ
の素晴らしい景色をみんなで楽しむことができました。ゆらゆら揺れる紫色のカーテンの下で過ごしたひとときは、子どもたちにとって特別な思
い出になったようです。 

さて、子どもたちは徐々に新しい環境にも慣れ、好きな遊びを見つけたり、先生や友達と一緒に遊びを楽しんだりする姿が見られていま
す。年度当初、子どもたちにとって大切なのは「ここには自分の好きなことがある」「自分らしくいていいんだ」という安心感です。そして、「もっと
やりたい︕」「見てみて︕」というキラキラした表情は、心が動いている証拠です。私たちはその「夢中」を遮ることなく、一人ひとりの興味の芽
を大切に見守り、共に驚いたり喜んだりしながら、保育者の願い（子どもに経験させたい遊びや、味わわせたい気持ち）と、子どもの願いや
思い（やってみたい、おもしろそう、がんばるぞ…）がバランスよく織り成し、「あー楽しかった︕」と子どもたちの笑顔があふれる保育を目指し
ていきたいと思います。 

もうすぐ、大型連休を迎えますが、新学期の疲れが出てくる頃でもあります。無理のない計画の中で親子の触れ合いを十分に楽しんでく
ださい。また、外出することもあるかと思います。交通事故や怪我にもご留意しながらお過ごしください。 

探究心と集中力  
「こうしたらどうなるかな︖」と

試行錯誤する時間は、学びの
根っこである思考力を育てます。 

情緒の安定 
 好きなことに没頭する時間は、新し
い環境での緊張を解きほぐし、心を
穏やかに整えてくれます。 
 

自己肯定感 
 自分の「やりたい」を形にす
ることで、「自分でできた︕」と

いう自信に繋がります。 

先生の手元をしっかり観察して、持ち方や
運び方を一生懸命真似しようとしています。
目で見たことを自分の体で再現しようとする、
成長の一コマです。 

園庭や保育室には、子どもたちの「大好き」があふれています。この時期、何より
「自分で選んだ遊び」に没頭することが、心の安定と成長の土台になります。 




